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行動援護とは

特別特別特別特別な研修を受けたヘルパーな研修を受けたヘルパーな研修を受けたヘルパーな研修を受けたヘルパーやややや経験豊かなヘルパー経験豊かなヘルパー経験豊かなヘルパー経験豊かなヘルパーが、知的障がいやが、知的障がいやが、知的障がいやが、知的障がいや
精神障がいに精神障がいに精神障がいに精神障がいに加え加え加え加え行動上著しい困難がある方行動上著しい困難がある方行動上著しい困難がある方行動上著しい困難がある方をよく理解した上で、行をよく理解した上で、行をよく理解した上で、行をよく理解した上で、行
動障がいが発生する原因や適切な対応を検討し、その人が行動すると動障がいが発生する原因や適切な対応を検討し、その人が行動すると動障がいが発生する原因や適切な対応を検討し、その人が行動すると動障がいが発生する原因や適切な対応を検討し、その人が行動すると
きの危険を回避するための援助や外出時の移動の介護等を計画的に行きの危険を回避するための援助や外出時の移動の介護等を計画的に行きの危険を回避するための援助や外出時の移動の介護等を計画的に行きの危険を回避するための援助や外出時の移動の介護等を計画的に行
うサービスうサービスうサービスうサービス

外出支援サービスの変遷

法定サービス
（専門性を担保）



◆行動援護の対象者

下記下記下記下記のいずれも満たす者のいずれも満たす者のいずれも満たす者のいずれも満たす者

○○○○ 知的又は知的又は知的又は知的又は精神障がい精神障がい精神障がい精神障がい者（児）者（児）者（児）者（児）

○○○○ 障害程度区分３以上（者の場合）障害程度区分３以上（者の場合）障害程度区分３以上（者の場合）障害程度区分３以上（者の場合）

○○○○ 行動関連項目（資料参照）が８点以上行動関連項目（資料参照）が８点以上行動関連項目（資料参照）が８点以上行動関連項目（資料参照）が８点以上

◆行動援護従業者の要件

○○○○ サービス提供責任者サービス提供責任者サービス提供責任者サービス提供責任者
居宅介護のサービス提供責任者の要件＋実務経験５年以上居宅介護のサービス提供責任者の要件＋実務経験５年以上居宅介護のサービス提供責任者の要件＋実務経験５年以上居宅介護のサービス提供責任者の要件＋実務経験５年以上

○○○○ 従業者従業者従業者従業者
ヘルパー資格（３級を除く）＋実務経験２年以上ヘルパー資格（３級を除く）＋実務経験２年以上ヘルパー資格（３級を除く）＋実務経験２年以上ヘルパー資格（３級を除く）＋実務経験２年以上

制度創設当初（制度創設当初（制度創設当初（制度創設当初（H17）は、実務経験者が不足）は、実務経験者が不足）は、実務経験者が不足）は、実務経験者が不足
経過措置として行動援護対象者の移動支援との併給を認める経過措置として行動援護対象者の移動支援との併給を認める経過措置として行動援護対象者の移動支援との併給を認める経過措置として行動援護対象者の移動支援との併給を認める



◆移動支援事業との違い
行動援護行動援護行動援護行動援護 移動支援移動支援移動支援移動支援

基 本
報 酬

１時間 約4,000円
１時間 約4,000円（身体あり）

約1,500円（身体なし）

加 算

○特定事業所加算・処遇改善加算
など事業所の体制を評価する加
算あり

○８時間以上は定額
○早朝夜間・深夜の加算なし

○早朝夜間・深夜の加算のみ

従業者 ヘルパー資格＋実務経験（２年） ヘルパー資格（実務経験不要）

算 定
回 数

１日１回
※複数回提供した場合は、時間数
を合算して算定

１日複数回の算定が可能

利用者
負 担

生活保護・非課税世帯： ０円
課税世帯：１割負担（上限あり）

生活保護・非課税世帯： ０円
課税世帯：１割負担（上限なし）

その他
通学利用は原則不可
グループ支援型による利用不可

通学利用が可能
グループ支援型による利用可

※通学利用・グループ支援型を希望する利用者は、引き続き移動支援を併給



◆行動援護のサービス内容

〔〔〔〔予防的対応予防的対応予防的対応予防的対応〕〕〕〕
ア 初めての場所で何が起こるか分からない等のため、不安定になったり、不安を紛らわすために不適
切な行動が出ないよう、あらかじめ目的地、道順、目的地での行動などを、言葉以外のコミュニケー
ション手段も用いて説明し、落ち着いた行動がとれるように理解させること
イ 視覚、聴覚等に与える影響が行動障がいの引き金となる場合に、本人の視界に入らないよう工夫す
るなど、どんな条件のときに行動障がいが起こるかを熟知したうえでの予防的対応等を行うことなど

〔〔〔〔制御的対応制御的対応制御的対応制御的対応〕〕〕〕
ア 何らかの原因で本人が行動障がいを起こしてしまった時に本人や周囲の人の安全を確保しつつ行動
障がいを適切におさめること
イ 危険であることを認識できないために車道に突然飛び出してしまうといった不適切な行動、自分を
傷つける行為を適切におさめること
ウ 本人の意思や思い込みにより、突然動かなくなったり、特定のもの（例えば自動車、看板、異性
等）に強いこだわりを示すなど極端な行動を引き起こす際の対応

〔〔〔〔身体介護的対応身体介護的対応身体介護的対応身体介護的対応〕〕〕〕
ア 便意の認識ができない者の介助や排便後の後始末等の対応
イ 外出中に食事を摂る場合の食事介助
ウ 外出前後に行われる衣服の着脱介助など

※通勤、営業活動等の経済活動に係る外出、通年かつ長期にわたる外出（通学・通所等）及び社会通念
上適当ではない外出は対象外



◆利用者の行動援護への移行時期

○○○○新規利用者：平成新規利用者：平成新規利用者：平成新規利用者：平成25252525年年年年４月４月４月４月以降申請分より対象以降申請分より対象以降申請分より対象以降申請分より対象

○○○○既存利用者：平成既存利用者：平成既存利用者：平成既存利用者：平成25252525年年年年７月７月７月７月以降更新分より順次対象以降更新分より順次対象以降更新分より順次対象以降更新分より順次対象

◆申請～決定

※18歳未満の場合は障害程度区分認定は不要



項目項目項目項目 ０点０点０点０点 １点１点１点１点 ２点２点２点２点

意思表示 意思表示できる
時々独自の
方法

常に独自の
方法

できない

説明理解 非日常的な場面では必要 時々必要 常に必要 できない

食べられないものを口に
入れる行為

ない 時々ある 一回以上/週 ほぼ毎日

多動または行動の停止 ない 稀にある 一回以上/月 一回以上/週 ほぼ毎日

パニックや不安定な行動 ない 稀にある 一回以上/月 一回以上/週 ほぼ毎日

自分の体を叩いたり傷つ
けたりするなどの行為

ない 稀にある 一回以上/月 一回以上/週 ほぼ毎日

他人を叩いたり器物を壊
したりするなどの行為

ない 稀にある 一回以上/月 一回以上/週 ほぼ毎日

不適切な行動 ない 稀にある 一回以上/月 一回以上/週 ほぼ毎日

環境の変化により通常と
違う声をあげる行為

ない 稀にある 一回以上/週 一回以上/日 日に頻回

走っていなくなるなどの
突発的行動

ない 稀にある 一回以上/週 一回以上/日 日に頻回

過食・反すう等の食事行
動

ない 稀にある 一回以上/月 一回以上/週 ほぼ毎日

てんかん発作 ない 一回以上/年 一回以上/月 一回以上/週

行動関連項目（資料）


